
小
特
集
●
文
化
学
の
新
展
開

ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
東

・
西
ド
イ
ツ

山
田

徹
雄

は
じ
め
に

ソ
連
に
お
け
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
東
欧
諸
国
に
お
け
る

「自
由

化
」

の
波
は
、
東
側
陣
営
で
も

っ
と
も

「保
守
的
」
で
あ
る
と
み
ら

れ
て

い
た
D
D
R

(ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
11
東
ド
イ
ツ
)

の
政
権
基

盤
を
も
揺
る
が
し
、
東
西
ベ
ル
リ
ソ
の
壁
を
開
放
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

現
在

の
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
は
、
あ
た
か
も
こ
の
事
件
が
「ド
イ
ッ
」

再
統

一
へ
の
第

一
歩
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の

「再
統

一
」
が
、
ド
イ
ツ

民
族

の
悲
願
で
あ
る
か
の
印
象
を
与
え
る
。
確
か
に
、
第
二
次
大
戦

以
降
、
欧
州
を
支
配
し
て
き
た
ヤ
ル
タ
体
制
に
修
正
を
迫
る
大
異
変

で
あ

る
こ
と
を
認
め
る
に
せ
よ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
旧
ド
イ
ツ
帝

国
の
モ
デ
ル
の
中
に
ド
イ
ッ
像
を
求
め
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
短
絡
的

な
結
論
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

ド
イ

ツ
と
い
う
国
家
の
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
問
題
点
を
提
起
し
て
行

き
た

い
。

■
、
ド
イ
ツ
経
済
史
研
究
に
み
る
ド
イ
ツ
像

我
が
国
の
ド
イ
ツ
研
究
者

の
み
る
ド
イ

ツ
像
は
、
い
か
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
?

試
み
に
、
ド
イ
ッ
の
通
史
を
扱

っ
た
文
献
の
目
次

を
ひ
も
と
い
て
み
よ
う
。

ド
イ
ツ
の
統

一
過
程
は
、

一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
政
治
的
分
立

状
態
を
前
提
に
、
関
税
線

の
統

一
と
い
う
経
済
的
統

一
の
方
向
に
進

み
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
を
中
心
と
す
る

「
ド
イ

ツ
関
税
同
盟
」
を
生
む
。

世
紀
後
半
に
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
主
導
の
も
と
に

「ド
イ
ッ
帝
国
」

(1
)

が

成

立

す

る

と

い
う

図

式

が

み
ら

れ

る
。

そ

の
際

、

「
ド

イ

ッ
帝

国

は

プ

ロ
イ

セ

ン

王

国

が

支

配

し

、

プ

ロ

(
2
)

イ
セ
ン
王
国
は
ユ
ン
カ
ー
が
政
治
的
に
支
配
し
て
い
た
」
と
し
て
、

ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
プ

ロ
イ
セ
ソ
の
圧
倒
的
優
越
が
強
調
さ
れ
て

き
た
。

ド
イ
ツ
が
プ

ロ
イ
セ
ン
的
秩
序
の
も
と

に
統

一
さ
れ
て
き
た
と
い

う
認
識
は
、
ド
イ
ツ
史
が
プ

ロ
イ
セ
ン
中
心
の
史
観

に
収
斂
さ
れ
て
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き
た
事
実
を
否
め
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
統

一
が
「『罠
族
国
家
』
に
近
い

『ド
イ

ツ
連
邦
』
領
域
で
は
な
く

『関
税
同
盟
』
領
域
に
近
い
か
た
ち
で
成

(
3
)

立
し
た
」

こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
自
体
ド
イ
ツ

「民
族
」
の
分
断
と

い
う
側
面
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

ド
イ
ツ
資
本
主
義
研
究

に
み
ら
れ
る
ド
イ
ッ
像
を
検
討
す
る
た
め

に
、
我
が
国
の
経
済
史
研
究
に
焦
点
を
あ
て
て
行
き
た
い
。

さ
し
あ
た
り

「ド
イ
ツ
農
業

の
近
代
的
進
化
は
、

エ
ル
ベ
河
以
西

の
西

エ
ル
ベ
地
域
と
、
以
東

の
東

エ
ル
ベ
地
域
と
の
、
空
間
的
に
も

異

っ
た
二
つ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
別
個

の
階
級
が
、
別
個

の
形
態

(
4

)

に
よ

っ
て
遂
行
し
た
」
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即
ち
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義

は
ユ
ン
カ
i
的
土
地
所
有

の
東

エ
ル

ベ
、
農
民
的
土
地
所
有
の
西

エ
ル
ベ
の
対
抗
関
係
の
う
ち
に
、
性
格

が
規
定
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
経
済
循
環
を
統

一
す
る
経
済
的
契
機
と

し
て

「西
ド
イ
ツ
の
工
業
製
品
と
東
ド
イ
ッ
の
農
産
物
と
の
交
易
」
、

「東
ド
イ
ツ
の
ユ
ン
カ
ー
的
剰
余
価
値
の
西
ド
イ
ツ
工
業

へ
の
投
下

お
よ
び
西
ド
イ
ツ
工
業
の
産
業
利
潤
の

一
部
の
東
ド
イ
ッ
の
土
地
所

(
5
)

有

へ
の
投
下
」
「東
ド
イ
ツ
か
ら
西
ド
イ
ツ
へ
の
労
働
者
の
移
動
」
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
西
部
と
東
部
に
み
ら
れ
る
基
礎
条
件
に
立
ち
な
が
ら

も
、
自
生
的
に
進
行
し
た
バ
ー
デ
ン

・
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
経
済

発
展
、
即
ち

「資
本
主
義
の
南
ド
イ
ツ
的
基
般
皿」
を
西
部
ド
イ
ツ
が

内
包
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
「戦
後
期
に
至

っ
て
、
石
炭
と
鉄
に
拠

っ

て
立
つ
ル
ー
ル
地
帯
で
は
な
く
、
却

っ
て
加

工
工
業
の
古
典
的
な
地

帯
で
あ
る
南
ド
イ
ッ
の
発
展
が
促
進
さ
れ
、
し
か
も
、
ル
ー
ル
地
帯

と
南
ド
イ
ツ
は
対
抗
関
係
に
お
い
て
で
は
な
く
、
補
完
的
な
関
連
部

(
6
)

分
と
な

っ
た
」
と
い
う
展
望
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、

工
業
化
過
程
に
お
い
て
、
小
農
制

・
手
工
業
制
を
存
続
さ
せ
つ
つ
、

農

・
工
業

の
縺
れ
合
い
が
み
ら
れ
た
バ
ー
デ

ン
・
ヴ

ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル

ク
が
高
度
の
経
済
的
自
立
性
を
持
ち
え
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を

一
層
深
化
さ
せ
、
地
帯
構
造
論

の
立
場
か

ら
、
ド
イ
ツ
経
済

の
分
裂
性
に
関
心
を
寄
せ
る
の
が
渡
辺
尚
氏

の
研

究
で
あ
る
。

渡
辺
氏
は
、
我
が
国
の
ド
イ
ツ
研
究
が

「
す
ぐ
れ
て
連
邦
主
義
的

・
分
権
主
義
的
体
質
を
も
つ

『
プ
ロ
イ
セ
ン

・
ド
イ
ツ
』
を
、
そ
れ

か
ら
、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
対
錘
を
と
り
さ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
す
ぐ
れ

て
単

一
国
家
的

・
中
央
集
権
的

「大
プ

ロ
イ

セ
ン
像
に
顛
倒
し
て
し

ま

っ
た
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
内
の
自
立
的
な
四
つ
の
経
済
圏
l
i
東

部
ド
イ
ツ
、
中
部
ド
イ
ツ
、
西
部
ド
イ
ツ
、
西
南
ド
イ
ツ
ー
1
を
提

起
す
る
。

こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、

ω

四
つ
の
経
済
圏
が
相
似
的
な
構
造
を
も

っ
て
い
る
こ
と

②

こ
の
経
済
圏
が
時
に
は
単
独
で
、
時

に
は
相
互
に
結
合
し
て

一
つ
の
社
会
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

③

プ

ロ
イ
セ
ン
ー
ド
イ
ッ
が
再
生
産
圏

の
同
盟
で
あ
る
た
め
に
、
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(
7
)

分
解
可
能
を
特
質
と
し
て
も

っ
て
い
た
こ
と

以
上

で
あ
る
。

こ
こ
で
我

々
は
、
東
部
ド
イ
ツ
経
済
圏
を
内
包
す
る
ド
イ
ツ
民
主

共
和

国
と
、
西
部
ド
イ
ッ
経
済
圏
と
西
南
ド
ィ
ッ
経
済
圏
を
内
包
す

る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
統

一
が
、
ド
イ
ツ
帝
国
と
い
う
四
つ
の
経

済
圏

を
有
す
る
国
家

の
モ
デ

ル
と
齟
齬
が
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
オ

1
ス
ト
リ
ー
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
民
族
と
し
て
の
ド
イ
ツ
モ

デ
ル
と
も
差
異
が
あ
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
政
治
過
程

「鉄
道
制
度
と
関
税
同
盟
と
は
シ
ャ
ム
双
生
児
で
あ
る
。
…
…
両

者
は
ド
イ
ツ
民
族
を

一
つ
の
大
き
な
、
教
養
あ
る
、
豊
か
で
強
力
で

侵
略
さ
れ
な
い
国
民
に
統

一
し
よ
う
と
す
る

一
つ
の
同
じ
大
き
な
目

(
8

)

標
に
む
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
。」

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

・
リ
ス
ト
の
こ
の
指
摘
ほ
ど
、

「国
民
経
済
」

の
形
成
過
程
に
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
悩
み
を
雄
弁
に
語
る
も
の
は
な
い

で
あ

ろ
う
。
東
部
の
農
業
生
産
物
と
西
部
の
工
業
生
産
物
の
交
換
と

い
う
図
式
が
容
易
に
実
現
し
え
ず
、
関
税
同
盟
と
い
う
経
済
外
的
条

(
9
>

件
に
よ

っ
て
し
か
、
国
内
市
場
の
展
望
が
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
そ
れ
と
並
ん
で
鉄
道
建
設
が

「
ド
イ
ッ
」
国
内
市
場
の
創
出
の

(10

)

前

提

条

件

で
あ

る

と

い

う

こ

と

を
伝

え

て

い

る
。

し

か

し

こ

こ

で

、

ウ

ィ
ー

ン
会

議

に

よ

っ
て
成

立

し

た

「
ド

イ

ツ

連

邦

」

が

オ

ー

ス
ト

リ

ー
、

。フ

ロ
イ

セ
ソ

を
含

ん
だ

ド

イ

ツ
民

族

に

よ
る
同
盟

(しu
§

幽
)
で
あ
り
な
が
ら
、リ

ス
ト
の
国
民
経
済
構
想
に

は
関
税
領
域
に
基
く
、
い
わ
ぽ
経
済
的
国
境
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い

た
こ
と
、
関
税
領
域

の
解
決
が
関
税
同
盟

と
い
う
政
治
過
程
を
基
盤

と
し
て
い
る
こ
と
の
中
に

「
ド
イ
ツ
」
統

一
の
も

つ
矛
盾
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た
、
関
税
同
盟
の
基
本
線
に
沿

っ
た
統

一
、
ド
イ
ツ
連

邦
に
よ
る
統

一
の
可
能
性
の
他
、
プ

ロ
イ
セ
ソ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ー
両

邦
の
統

一
と
い
う

「
ミ
ッ
テ
ル
オ
イ
ロ
ー
パ
構
想
」
が
論
理
的
に
構

(11

)

想
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
国
境
線
の
意
義
を
相
対
化
す
る
必
要
を
生

む
。さ

て
こ
こ
で
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
民
の
統

一
の
契
機
と

さ
れ
た
鉄
道
を
経
済
政
策
の
視
点
か
ら
整
理
し
て
お
こ
う
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
政
策
は
支
邦
レ
ベ
ル
で
始
ま
る
。
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
プ

ロ
イ
セ
ン
主
導
の
も
と

に
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
憲

法
に
お
い
て

「ド
イ
ツ
の
鉄
道
」
の
統

一
構
想
が
与
え
ら
れ
た

一
方

で
、
バ
イ

エ
ル
ン
主
導
の
も
と
に
、
南
ド
イ

ツ
四
邦

(.バ
イ

エ
ル
ン
、

バ
ー
デ
ン
、
ヴ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、

ヘ
ッ
セ
ソ
)
を
中
心
と
す
る
鉄

道
網
統

一
の
構
想
が
現
わ
れ
た
。

ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
を

期
に
、

「帝
国
鉄
道
」
の
構
想
が
プ

ロ
イ
セ
ソ
か
ら
提
案
さ
れ
た
が
、
非
プ

ロ
イ
セ
ソ
諸
邦
の
反
対
に
あ
い
、
結
局
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
経
済
政
策

が
連
邦
主
義
的
特
質
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま

る
。
こ
う
し
て
、
統

一

的
な
鉄
道
政
策
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
ま

で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

(12

)

く

な

っ
た

の

で
あ

る
。
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他

方

、

プ

ロ
イ

セ

ン
政

府

と

ラ

イ

ン

の
鉄

道

企
業

と

は
、

政

府

官

僚

の
鉄

道

企

業

へ
の
関

与

と

ラ

イ

ソ
ブ

ル
ジ

ョ
ア

ジ

ー

の
ダ

イ

ナ

ミ

ズ

ム

の
喪

失

に

よ

っ
て
結

び

つ
き

を
強

め
、

プ

ロ
イ

セ

ン
の
鉄

道

国

(
13

)

有
化

へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う

い
っ
た
動
向

が
、
あ
く
ま
で
も
プ

ロ
イ
セ
ン
内
で
の
秩
序
形
成
に
過
ぎ
ず
、
他
の

支
邦

に
対
す
る
影
響
力
を
持
ち
え
な
か

っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要

が
あ

ろ
う
。お

わ
り
に

以

上

の
分

析

を
通

じ

て
明

ら

か

に
な

っ
た
点

を

ま

と

め

て

お

こ
う

。

ま
ず

第

一
に
、

ド

イ

ッ
帝

国

は

ド

イ

ツ
民

族

の
統

一
を
意

味

す

る

こ

と

で

は
な

い
、

と

い
う

こ

と
だ

。

民

族

の
統

一
を
基

準

に
、

ド

イ

ツ

の

モ
デ

ル

を
描

く

場

伝

に

は
、

ナ

チ

ス

・
ド

イ

ツ

を
想

定

せ
ざ

る

を

え

な

い

の

で
あ

っ
て
、

民

族

的

悲

願

と

い
う

視

点

か

ら
東

西

ド

イ

ツ

の

「
再

統

一
」

を

考

え

る

こ

と

は

で
き

な

い
、

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。第

二

に
、

純

粋

な

経

済

的

モ
デ

ル

で

は
、

西

ド

イ

ツ
内

に
、

二

つ

の
経

済

圏

が

存

在

し
、

ほ
ぼ

一
つ
の
経

済

圏

か

ら
成

る
東

ド

イ

ツ
を

統

合

し

た
形

で

「
ド

イ

ツ
」

と

い
う

経

済

モ
デ

ル
を

描

く

必

然

性

は

存

在

し

な

い

と

い

う

こ

と
だ

。

第

三

に
、

経

済

モ
デ

ル

と
政

治

過

程

に

み
ら

れ

る
差

異

、

即

ち
東

・
西

ド

イ

ツ

の
分

断

と

い
う

経

済

モ
デ

ル

に

み
ら

れ

る
特

徴

と

ラ

イ

ソ

・
プ

ロ
イ

セ

ン
と
プ

ロ
イ

セ
ソ
政

府

の
結

合

と

い
う

政

治

的

契

機

に

よ

る

モ
デ

ル
が

歴

史

上

存

在

し
え

た
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

注(
1
)

例
え
ば

、

林
健

太
郎
編

『
ド
イ

ッ
史
』

(
山
川
出
版

社
、

一
九
五
六

年
)
、
村
瀬
興

雄

『
ド
イ

ッ
現
代

史
』

(
東
大
出
版

会
、

一
九
五
四
年
)
。

(
2
)

村
瀟
隅、
岾削
　掲
童
日、

一
O
O

ぺ
ー
。シ
。

(
3
)

松
本

彰

「
ド
イ
ッ
近
代

に
お
け
る

『
民
族

と
国
家
』
」
『
一
九

八

一

年
度
歴
史

学
研
究
大
会
報
告
』
。

(
4
)

松

田
智

雄

『
新
編

「近
代
」

の
史
的

構
造

論
』

(新
泉
社
、

一
九

六

九
年
)
、

二
六
五
ペ
ー
ジ
。

(
5
)

大
野
英

二

『
ド
イ
ッ
資
本
主
義

論
』

(未
来
社
、

一
九

六
五
年
)
、

四

四

七
ペ
ー
ジ
。

(
6
)

松

田
智
雄

『
ド
イ
ッ
資
本
主
義

の

基
礎
研
究
』

(岩
波
書
店
、

一
九

六
七
年
)
、
四

七
〇

ペ
ー
ジ
。

(
7
)

渡
辺

尚

「
『
ド
イ
ッ
』
資
本
主
義
と
地
帯
構
造
」
、
大
野
英

二
、
住

谷

一
彦
、
諸
田
實
編

『
ド

イ
ッ

資
本
主
義

の
史
的
構
造
』

(
有
斐

閣
、

一
九
七
七
年
)

一
五
四

ペ
ー
ジ
。

(
7
)

同
論
文
、

一
五

八
-

一
七

一
ペ

ー
ジ
。

(
8
)

匚
ω
計

閃
ユ
Φ
脅
凶o
ず
こ

O
霧

α
①
暮
ω
o
幕

国
一の
窪
審

ぎ

の嘱
ω
8
ヨ

[
目
凵
》

ぎ

寧

帖ミ

ミ
き

ト
ミ

警

ミ

ミ

§

＼
肉
Q§

詰
＼
bd
、
暮

"

o口
飢
こ

日
導

○っ
゜

ω
蔭
①

(
9
)

松
田
智
雄

「
ド
イ
ッ

資
本
主
義
構
造
論

に
寄

せ

て
」
。

川
島

武
宜
、

松

田
智
雄
編

『
国
民
経
済

の
諸
類
型
』

(岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
)
、

四

七
一
一-

一二
ぺ
ー
ジ
。

(
10
)

諸
田

實

「
ド
イ

ツ
の
産
業
革
命
」
大
塚
久
雄
編

『
西
洋
経
済

史
』

.,



(筑

摩
書
房
、

一
九
七
七
年
)

(
11
)

松
本

彰
、
前
掲
論
文
、
五
ペ

ー
ジ
。

(
12
)

拙

稿

「
帝
政
ド

イ
ッ
に
お
け

る
経
済
政
策

の
二
元
性
」
跡
見
学
園
女

子
大
学

一
般
教
育
紀
要

『
研
究
報
告
』
第

二
号
。

(
13
)

拙

稿

コ
フ

ロ
イ

セ
ン
に
お
け
る
鉄
道
と

国
家
L

『
経
営
史
学
』

=
ハ

巻

一
号
。

(
や
ま
だ

て

つ
お

・
西
洋
経
済
史
)

一45一


